
  

函館市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）［第２次計画］の策定について（報告） 

 

１ 現行計画の概要 
 

本市の特性に応じた地球温暖化対策を総合的・効果的に推進するため函館市地球

温暖化対策実行計画（区域施策編）を 2011(平成 23)年３月に策定しました。 
 
（１）計画期間  2011(平成 23)年度から 2020(令和 2)年度までの 10年間 
 
（２）基準年および目標年  

①基準年度 1990(平成 2)年度：CO２，CH４，N２O 

       1995(平成 7)年度：HFC，PFC，SF６ 

 ②目標年および削減目標 

 目標年 削減目標 
(基準年比) 

短期目標 2012年度 △15％ 

中期目標 2020年度 △25％ 

長期目標 2050年度 △80％ 
 
 

２ 第２次計画策定の方向性 
 

世界各地で記録的な熱波やハリケーンなどの被害が報告されており，日本におい

ても豪雨や台風による災害の増加，農作物の品質低下などの影響が現れており，さ

らに今後，拡大するおそれがあることから，2018（平成 30）年 12 月に，気候変動

適応法が施行されるなど，これまでの温室効果ガスの排出を抑制する「緩和策」に

加え，気候変動による被害の回避・軽減を図る「適応策」を両輪で進めることが重

要となってきています。 

こうした状況を踏まえ，本市においても温室効果ガスのさらなる削減策と気候変

動への適応策を進めるため，国や北海道の計画と整合性を図りながら，本市の地域

特性を踏まえた第２次計画を策定することといたしました。 

 

３ 第２次計画策定の進捗状況および今後の予定 
 

（１）2020(令和 2)年度の実施状況 

①基礎調査の実施（現計画の検証，アンケート調査等） 

②気候変動適応策の検討（将来予測等の科学的知見の情報収集等） 
 

（２）2021(令和 3)年度の予定 

①第２次計画原案の協議組織の設置・開催 

当協議会内に「地球温暖化対策実行計画検討部会」を設置 

（別途協議） 

②計画（案）協議  函館市環境審議会で審議 

    ③パブリックコメント（意見公募） 

    ④計画策定 

資料４ 


